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の破かいであり，これが寒波の吹き出しにっながる．日

本と中国とは場所が異るので同じ予報則が適用出来るか

どうか疑問があるが原則はかわらないだろう．

　blockingの破かいを知るためシノプチックな法則を

2個示す．まず500M弓面で等温線と等高線の位相が同

じである場合は等温線の振巾の方が大きいことが必要で

ある・また振巾が同じで等高線の波の位相の方が遅れて

いる場合でもよい．これ等の場合はいずれもトラフの前

方で寒気移流がありblockingはこわれる．（筆者註，

blockingのある揚合には寒波の吹き出しは妨げられる

が，blockingがこわれると吹き出しのおそれが出来る

ということであろう）

　質問7成層圏中の超長波に関するお話は我々がとり

わけ興味深く聞いたが，長期予報にどのように適用出来

るかその将来のみとおしを伺いたい．

　答　勿論超長波は長期予報に関係があることは間違い

ない・しかし我々は今シノプチックにも理論的にも長期

予報にっいては研究中である．

　世界の気象界をみても未だ大した成果は得られていな

い・シノプチックな面では資料を短期予報のためでなく

長期予報用にもっと整理検討しなければならない．勿論

NamiasやMintzは1月平均図を用いて非常に興味あ

る基礎研究を行っているが，未だ全般に準備段階という

べきである．

　一方理論的な面から見ると世界で多くの人達が長期予

報のための数値実験をやっているがSmagorinskyの研

究等を見ても非常に複雑なモデルが用いられるようにな

っているが成果はそれ程上っているとは思えない．我々

はむしろ目下モデルの能力にっいての基礎的な研究を行

っている段階である．

　勿論中国でもルーチソには統計的な方法で長期予報が

行われている．

　この他blockingの数値モデルについて，b1Gckingの

発生頻度について，人工降雨について，台風の変形につ

いて，文献や資料の入手について若干の討論がなされた

がこ・では割愛する．たず中国では日本より更に夏の乾

季をはじめ雨不足の影響が大きいので人工降雨の要求が

大であることを述べられたのは印象的であった．

　顧震潮さんの最後のあいさつにもあったが，時聞の関

係で質問はこちらから一方的に行ったにすぎないが，そ

の質問を通じて我々の考えていることもかなり理解して

もらえたようである．この討論を通じて我々が強く感じ

たことは，中国における気象学と気象技術の研究が非常

に統一がとれて有効に進められていることである．即ち

社会の要求を充すことを最優先にして研究体制がしかれ

ているにもか・わらず基礎研究の方は充分ねりあげてか

ら進む方針をまもっていることである．これからどのよ

うに中国の気象界が進んで行くかを考えると恐ろしいよ

うなうらやましいような感じがする．
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